
(1)維持管理の基本的な考え方
安全安心等を確保するため、点検⇒診断⇒措置⇒記録⇒（次の点検）の業務

サイクルを通して、長寿命化計画等の内容を充実し、予防的な保全を進める

メンテナンスサイクルの構築を図るべき

(2)メンテナンスサイクルの構築に求められる重要な視点

① 各道路管理者における点検の適切かつ確実な実施がなされるよう、点検の

制度化を行うべき

② 長寿命化計画の策定について、

・ 高速道路や国管理の道路では、先導的に取り組むべき

・ 地方公共団体管理の道路では、国が財政的、技術的支援で策定を促すべき

(3)メンテナンスサイクルを支える基準類のあり方

① 国は、各道路管理者による適切な維持管理の実現を図るため、メンテナンス

サイクルの構築に必要な基本的な事項を法令上に位置づけるとともに、要領

やマニュアル等を含む基準類全体の充実を図るべき

１．道路構造物の適切な維持管理に向けて

２．メンテナンスサイクルの充実に向けて

(1)メンテナンスサイクルの段階的な充実と確実な実施

① ・ＰＤＣＡサイクルの導入により、メンテナンスサイクルに基づく維持管理を段階的に充実すべき

② ・メンテナンス分野の産業育成や大学等との連携によるメンテナンスエンジニアの育成

③ ・地勢・気象等による共通的な課題に対し、広域的な単位で対応する専門的組織や地方公共団体支援拠点の強化

④ ・高規格幹線道路等の重要な幹線道路については、点検の実施や長寿命化計画の策定及び措置状況を定期的に国が取り

まとめる仕組み・体制の充実

(2)全国の道路構造物を対象としたデータベースの構築と活用

① 全国の道路構造物から得られる技術的知見を国が把握・蓄積し、基準類の見直し等に取り組むべき

② 技術的知見を蓄積し、技術基準類や研究開発に活かすための研究機関の体制の充実

③ 点検結果や構造物の健全度に関する情報の共有及び積極的な発信(見える化)により、維持管理に対する関心と国民理解

の醸成

(3)不具合情報の収集と啓発の仕組みづくり

① 不具合情報について、速やかに収集し、各道路管理者に的確に注意喚起等を実施する体制・仕組みの充実

② 事故等の重大な不具合については、原因究明と再発防止策の検討を行う専門家組織を構築

(4)点検・診断等をサポートする技術開発や技術評価の推進

① 非破壊試験、構造物の劣化予測、長期的耐久性、ＩＣＴの活用、補修・補強等の技術開発について、産学官連携した取組の

充実

② 民間が開発した新技術等の評価や認証制度の充実

① ・総点検後の情報共有、高度な診断等、国、都道府県による技術支援体制の確立

② ・地方公共団体の維持管理に対する集中的な財政支援

３．地方公共団体でのメンテナンスサイクル導入に向けた支援

メンテナンスサイクル

資料２

＜基本的な事項＞
・ 予防的な保全を目指した維持管理

・ 予めその頻度を定めた計画的な点検の実施

・ 構造物の健全度を一定の尺度で診断

・ 点検、診断、措置の記録の作成、保存 など

＜その他重要事項（基準類全体の中で規定）＞
・ 点検における盲点を作らないよう、非構造部材や道路附属物も

含めた構造物(橋・トンネル等）単位で点検を実施

・ 修繕等に際して、フェールセーフ構造の採用等の積極的検討や、

耐震補強等による機能確保の一体的な実施 など

② 基準類は、定期的な見直しや事故を回避するための緊急的な見直し等にも速やかに対応できる構成とすべき

③ 各道路管理者は、国が示す基準類を踏まえ、個々の道路の状況を勘案し、必要な維持管理の内容を具体化すべき
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